
 

 

 

 

 

 

いつも出会いがある          校長 杉本 功 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育目標】自分を創る子 

令和６年度 越谷市立北越谷小学校 令和７年３月１日 発行 在籍児童数２９８名 

 ３月は、一年間で自分がどれだけ成長できたかを確かめる大切な時期であると同時に、一
年間を共に過ごした仲間や、先生方とお別れする時でもあります。大好きな仲間や、いろい
ろなことを教えてくださった先生方と別れるのは残念なことですが、子どもたちには、別れ
を惜しみながらも「次はどのような友だちや先生と出会うことができるのかな」と、大きな
期待を抱いてもらえると、さまざまな人と出会って関わり合っていくことは、自分にとって
プラスになるなぁ…という意識になるかなと思います。しかし、そうは言っても、私たちは
人や環境の変化に影響されやすいものです。そこで今回は、仲間や環境との関係を考えるき
っかけにしてほしいと思い、厳しい環境にありながらも、多くの時間をさまざまな国の人々
と楽しく過ごしている、「国境なき医師団」の看護師である白川 優子(しらかわ ゆうこ)氏の
お話を紹介します。 
国境なき医師団には、『医療を必要としている人のために働きたい』というスタッフが、世

界中から集まります。危険な地域や厳しい環境で活動する一方で、初めて出会う人たちと同
じ家で生活しながら、一緒にご飯を食べたり笑ったり、まるで家族のような時間を過ごしま
す。派遣先で誰と一緒に働くのかは、現地に到着してからわかることです。白川氏がそうし
たメンバーと生活する様子からは、本当に家族のように生活しているのがうかがえます。 
中東のイエメンに派遣されたときには、15人のメンバーが、三階建ての大きな家で一緒に

暮らしたそうです。同室になったのは、ブラジルから来た小児科医のマリア。仕事が終わっ
て部屋で休んでいると、階下でベルを鳴らして食事の合図をしてくれたのは、チームリーダ
ーであるスペイン人のリカルド。昼間のうちに地元のイエメン人の料理係が作っておいてく
れた料理を、温めなおしてテーブルに並べてくれています。メンバーがそろうとソファをぎ
ゅうぎゅうに詰めて、みんなでわいわい言いながら料理に手を伸ばします。 
食事が終わると、メンバーはそれぞれ自由な時間を過ごすのですが、ある日、リカルドが

みんなに「全員ここに残って」と声をかけたそうです。ギターが得意なアレックスと、故郷
から電子ピアノを持参してきたフランチェスカが「ハッピーバースデー」を演奏し始めると、
チームの全員が歌い始めました。それは白川氏に向けられたものでした。カナダから来た麻
酔医のステファニーが、笑顔でウインクを送ってきます。彼女とは、以前にもパキスタンや
シリアで一緒に活動していて、何度も会ううちにお互いの誕生日を教えあう仲になっていた
のです。サプライズは、そのステファニーの計らいでした。イエメンで突然の誕生会が開か
れ、メンバーの「おめでとう」の声と拍手の中、感激して涙が止まらない白川氏に、リカル
ドが「心を込めました」と差し出した、紙袋に入ったプレゼントの中身はトイレットペーパ
ー。これにはメンバー全員が笑い転げたそうです。 
白川氏は、「国境なき医師団はどこに行っても、このように素敵な仲間に巡り合えます。国

籍も国境も関係ありません。これが仕事の楽しみでもあります」。と言っておられます。この
様子からは、確かに素敵な仲間たちであることがわかるのですが、それは単に人柄というこ
とではなく、国境なき医師団のメンバーだからこそ、お互いに仕事や生活の中で「壁」を作
らないで、気持ちよくコミュニケーションを図ることができているからなのかもしれません。
また、厳しい環境だからこそ、メンバーは相手と合わないところを気にするよりも、違いを
理解し合っていくうちに、自然とかけがえのない存在になっているようにも思えます。 
そして、その力の源は、国境なき医師団のメンバーがもっている、『医療を必要としている

人のために働きたい』という共通の願いなのかもしれないということです。こうして集って
くる人たちは、おそらく医療を必要とする人が求めていることは優先するけれども、「自分に
とって一番いいこと」は優先しないのではないかと思うのです。我々は、「自分にとって気持ちがい
いこと、過ごしやすいこと、満足感が得られること」などを大事に考えすぎてしまうと、周
囲の人や環境と付き合いにくいところを際立たせてしまうように思います。白川氏は、『お別
れする時はつらい気持ちになりますが、次の派遣先に行けば、また新しい出会いが待ってい
ます。「次はどんな人たちと出会えるかな」私は日本から現地へ向かう飛行機の中で、いつも
ワクワクしているのです』。と言っておられます。素敵な考え方だと思いました。子どもたち
にも、新しい出会いを期待するこんな気持ちで、新年度を迎えてほしいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜  

１ 土  

２ 日  

３ 月 B日課 ６年読み聞かせ 

４ 火 B日課  

５ 水 B日課１・２年 4時間 委員会⑪ 

６ 木 B日課⑤ １・２年 4時間 

７ 金 Ｂ日課⑤ １・２年 4時間 

８ 土  

９ 日  

10 月 B日課 １・２年 4時間  

11 火 B日課⑤ １・２年 4時間 

1２ 水 Ｂ日課⑤ １・２年 4時間  

1３ 木 
Ｂ日課⑤ １・２年 4時間 

卒業式予行  

1４ 金 
Ｂ日課⑤ 給食最終日 ３・５年 

１・２年 4時間   市内中学校卒業式                  

1５ 土  

１6 日  

17 月 
B日課③3・5年給食なし   

B日課⑤1・2・4・6年給食最終日    

18 火 A日課③  

19 水 A日課③  

20 木 春分の日 

21 金 B日課③ 

22 土  

23 日 さくらまつり 北越谷小での実施 

24 月 
Ａ日課③ 第５２回卒業証書授与式  

１～４年臨時休業 

25 火 
A日課③  生徒指導委員会 

６年臨時休業日 

26 水 
Ａ日課③ 修了式  

６年臨時休業日  

27 木 学年末休業日 ４月７日まで 

28 金  

29 土  

30 日  

31 木  

～令和６年度 第５２回卒業証書授与式～ 
  

式の参加者は卒業生・在校生（５年生）と保護者の皆様２名

となり、１～４年までの児童は臨時休業となります。 

 

１ 日 時 令和７年３月２４日（月） 

      午 前9時00分～10時30分 

      受 付8時30分～ 8時50分 

２ 会 場 北越谷小学校体育館 

３ 参加者 卒業生・５年生児童・保護者の方(２名)・教職員 

４ その他 

 ・越谷市教育委員会、越谷市議会、学校運営協議会、 

  地域代表の御来賓が御参列の予定です。 

 ・卒業生が「巣立ちの言葉」を披露します。 

 ・今年度より５年生も式に参加します。 

 ・児童の登校時刻  ８：００～８：４０ 

  児童の下校時刻  １１：３０頃 

放課後・休業日 子どもたちの安全を 

 ３月３日（月）から短縮日課となり、3月 27日

（木）からは学年末休業日となります。子どもたちに

は学校で、①常に交通ルールを守り、特に飛び出しは

しないこと②自転車乗用時は一時停止を守り、ヘルメ

ットを着用すること等を指導しています。放課後や休

業日は、気持ちが急いだり開放感が高まったりして、

ルールを忘れ事故に遭う危険性が高まります。暖かく

なると外出の機会も増えてきます。交通ルール順守に

ついて、お子さんへのお声がけを行うよろしくお願い

いたします。 

 

 

令和７年度４月より 日課表の変更のお知らせ 

  すでに保護者向けに配布したお手紙にあるように

令和７年度４月より北越谷小学校児童の学習の一日

のスケジュール（日課）が変更になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
４月８日（火）始業式 ・ 入学式（午後） 

４月１１日（金）給食開始（全学年） 

  １５日（火）・１６日（水）授業参観・懇談会 

学校評価の全項目はHPに掲載いたします。 
 
QRコードが読み取れない場合は、 
「北越谷小ホームページ」にアクセス 
してトップページ→「各種たより」→ 
「学校評価」でご覧ください。 
 
 
 
 


